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１．はじめに 

 

（１）背景 

 今後，日本の繁華街街路として不釣合いな街路空間

を創出しないためにも，街路の性格分類によるパタン

とその典型となるプロトタイプがいかなるものかを明

らかにすることが重要であり，そのための適切な街路

パタン分析を行う枠組みが必要となるであろう． 

 既往の街路イメージを扱った研究は，安藤ら１）や奥

２）の研究を始め，多くの研究が存在するが，街路パタ

ンの典型となるプロトタイプを扱った研究は少ない． 

対象が住宅地街路ではあるが，街路パタンを扱った

研究として，窪田３）は，街路景観の分類試験を行うこ

とにより，代表的な街路景観とその類型の分極構造を

抽出することによって，ある地域の全体的なイメージ

の形成に中核的な役割を果たすような特徴的なイメー

ジを与える代表的な景観が存在し，特徴的・代表的な

景観にはいくつかの類型が存在することを明らかにし

ている．しかしながら，この研究では，分類の要因に

ついて何ら説明されておらず，街路パタンのプロトタ

イプとなる要因を論理的に説明することが今後の研究

に求められるであろう． 

人間の潜在的な街路パタンを明らかにした研究と

して，篠原４）は，市民が漠然と持っている街路の性格

による識別イメージから「街路の格」という概念を創

出している．各々の格を有する街路は，街路規格と沿

道土地利用から分類でき，それらは階層構造をなして 

 

 

 

 

 

 

 

いることを明らかにしている．しかし，その分類過程

が恣意的であり，不透明であることが問題点として挙

げられる．このことは，街路の性格による街路分類の

論理的な説明が不透明であるということであり，今後

は，街路の性格による分類をより客観的・論理的な説

明できうる枠組みの構築が求められるであろう． 

繁華街街路を人の認知構造から類型化した研究と

して，平野ら５）の研究がある．この研究では，認知科

学に基づき，分類試験によって繁華街街路の潜在的街

路イメージ類型を明らかにした．この研究では，人間

の潜在的な街路パタンを抽出したこと，それぞれの街

路の繋がりに着目し，それが繁華街の魅力に与える影

響を考察した点が評価できる．しかし，この研究では，

人間がそれぞれの街路パタンに分類する際の論理的な

要因が明らかにはされていない．今後は，それぞれの

街路パタンのプロトタイプを論理的な説明するような

研究が求められるであろう．  

街路のイメージ構造を扱った研究として，平野６）は，

店舗の内部活動情報に着目し，それぞれの記号の情報

量によって店舗のイメージが異なることを明らかにし

ているが，対象を店舗としているため，街路空間のボ

リュームを検討できておらず，街路空間のもつイメー

ジまでは言及できていない．そのため，街路の空間ボ

リュームとの組み合わせを考慮することが今後期待さ

れるであろう． 

 

（２）目的 

本研究では，場の認識過程に影響を及ぼすと考えら

れる街路構成要素である空間ボリュームと表層が発す

る内部活動情報を分類指標とした街路分類モデルを提

案し，繁華街街路のパタンを体系的に整理するととも

に，日本の繁華街街路における街路の典型パタンとな

るプロトタイプを論理的に明らかにすることを目的と

する． 
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２．街路分類モデルの提案 

 

（１）場の認識 

平野６）は，「人間が場を認識する際，場が発する安

全性・安心感の確保のため，人間は場のイメージを捉

えているとしている．その際，最も上位に位置するの

が，身体的定位を決するための身体的安全性確保の情

報であり，次いで，羞恥心を感じぬよう，場の定位を

決するための社会的安全性確保の情報が続く」として

いる．なお，この後の定位として，「より詳細な意味を

問う文化的定位や個人の経験，知識に大きく依存する

個人的定位が続く」としているが，今回は，日本人の

もつ普遍的な街路パタンを取り扱うため，身体的定位，

場の定位までで十分であると考える． 

 

（２）身体的定位 

身体的安全性を確保するための情報として，空間ボ

リュームに関する情報が考えられる．これは，奥７）の

瞬間視実験による，空間ボリュームを決定する輪郭線

が最も初期に知覚されるという結果からも街路パタン

の最上位の階層として身体的定位が想定されることの

傍証と言える．また，空間ボリュームを表す指標とし

て，空間ボリュームの一つの指標となるＤ/Ｈが場のイ

メージを規定している一因となることが芦原６）によっ

て指摘され，定説となっている． 
 

（３）場の定位 

街路空間において，社会的安全性を確保するための

情報として，沿道建築物などの表層が発する内部活動

情報が挙げられる．これは，場の定位がその場の社会

的意味や秩序である以上，物理的要因ではなく，その

場で行われている他人の活動が，この場の定位を規定

していると考えられるためであり，平野６）の研究にお

いて，陳列商品などの直観記号や煽り文字などの論理

記号の量によって，心理的距離が変化することが明ら

かとなっている． 

 

（４）街路認識 

 人間の場の認識過程と，それに平行して行われる街

路空間への注意を整理すると，図－１のようになり，

上位の階層で街路空間から受け取る情報であると考え

られる空間ボリューム，表層の発する内部活動情報が，

街路の性格分類に大きく寄与していると考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 場の認識過程と街路空間への注意 

 

（５）街路分類モデル 

上述のような街路認識の上位で受け取る情報が街

路パタンを分類する際に大きく寄与する指標となって

いると捉え，今回提案するモデルでは，空間ボリュー

ム，内部活動情報を示す直観記号・論理記号の３つの

指標によって繁華街の街路景観を整理する．それぞれ

の具体的な指標は，街路幅員，陳列商品等・看板等の

記号量とし，これら３つの指標をそれぞれ軸として整

理すると図－２のような３次元空間の図が得られる．

街路イメージをこの３次元空間で考えると，例として，

表－１のように整理することが可能である．それぞれ

の街路イメージは，例えば，写真－１～１４のように

なると考えられる． 

 

表－１ 街路イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街路空間への注意
（空間ボリューム）

建築物への注意

建築物を構成する
要素への注意

・
・
・
・

身体的定位（動物
的安全性の確保）

意匠など高度な
組み合わせへの
注意

（表層）
場の定位（社
会的・文化的
安全性の確保）

個人的定位（個
人の嗜好の安
定性の確保）

１次イメージ

２次イメージ

空間ボリューム 論理記号 直観記号 イメージ写真 街路類型
街路－１ 大 多 多 － －
街路－２ 大 多 中 写真－２ 表通り一般型
街路－３ 大 多 少 － －
街路－４ 大 中 多 － －
街路－５ 大 中 中 写真－１ 表通りショーウィンドウ型
街路－６ 大 中 少 写真－４ 金融型
街路－７ 大 少 多 － －
街路－８ 大 少 中 写真－３ 高級ブティック型
街路－９ 大 少 少 － －
街路－１０ 中 多 多 － －
街路－１１ 中 多 中 写真－５ 繁華街裏煩雑型
街路－１２ 中 多 少 写真－８ 繁華街裏夜型
街路－１３ 中 中 多 － －
街路－１４ 中 中 中 写真－６ 繁華街表昼型
街路－１５ 中 中 少 写真－７ 繁華街表夜型
街路－１６ 中 少 多 － －
街路－１７ 中 少 中 － －
街路－１８ 中 少 少 － －
街路－１９ 小 多 多 写真－１０ 近隣商店街型
街路－２０ 小 多 中 － －
街路－２１ 小 多 少 写真－９ 飲み屋横丁型
街路－２２ 小 中 多 写真－１２ 市場型
街路－２３ 小 中 中 写真－１３ 裏通りおしゃれ型
街路－２４ 小 中 少 写真－１４ ホテル街型
街路－２５ 小 少 多 － －
街路－２６ 小 少 中 － －
街路－２７ 小 少 少 写真－１１ 裏通り場末型



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 街路分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．街路分類モデルによる定性分析 

 

（１）モデルのフレーム 

具体的な指標の計測として，空間ボリュームを表す

指標として街路幅員を採用し，３段階（8m 以下，16m

以下，16m より大きい街路）に分類する．空間ボリュ

ームを表す指標は，D/HやD/Lなど様々なものが考え

られるが，今回のモデルでは，街路構成要素の持つ複

雑性を排除するための体系的な整理を試みるため，街

路の空間ボリュームに最も影響を及ぼすと考えられる

街路幅員を採用した． 

また，内部活動情報は，直観記号と論理記号とに分

け，それぞれの情報量として街路軸方向の写真におい

て，壁面面積における直観記号（陳列商品等），論理記

号（看板等），の面積率を採用する．こちらもその面積

率によって３段階に分類する．この際，サンプルは１

つの街路について街路軸方向に２５ｍ間隔で両方向か

ら撮影し，その平均を街路の記号面積率として採用す

る． 

 

（２）街路分類モデルから推測される街路イメージ 

街路分類モデルの判断軸から想定されるイメージ

によって，大まかな街路イメージを推測する． 

人の表情を識別できる距離といった人間の距離感

覚を扱った認知心理学，視覚心理学の知見から，空間

ボリュームの指標である街路幅員が大きくなれば，心

理的距離は遠くなり，逆に幅員が小さければ心理的距

離は小さく，親近感のある街路イメージになることが

推測される． 

内部活動情報については，平野６）によって，直観記

号が多ければ心理的距離が近くなり，親近感がもてる

こと，論理記号が多ければ，派手で心理的距離が遠く

なるというイメージ変化が明らかとなっている．また，

現象論ではあるが，飲食店は陳列商品が少ないために

直観記号が少なく，論理記号が中心となる．また，衣

料品店は，ショーウィンドウや路上にあふれだした陳

列商品など，直観記号が多くなることが考えられ，大

まかではあるが，沿道建築物の業種も推測することが

可能ではないか，と考える． 

街路分類モデルによって分類される各街路パタン

のイメージをいくつか例にとって推測してみる．街路

－１や４のような空間ボリュームが大きく，直観記号

が多い街路を考えてみると，空間ボリュームが大きい

にも関わらず，陳列商品が並び，市場的な雰囲気を醸

し出す街路イメージになることが推測される．しかし

ながら，一般的な日本の繁華街街路空間としては考え

づらい．このように，空間ボリューム，内部活動情報

量の組み合わせは，文化的に安定的な組み合わせが存

在することが考えられる．また，表－１中において街

路類型が空白になっている街路－１７などの街路イメ

ージを推測してみると，街路－１１のようなどことな

多

小

論理記号

大少

直観記号

多 飲み屋横丁型

繁華街表夜型

表通り一般型

ホテル街型

金融型

商店街型

市場型

高級ブティック型

空間ボリューム

繁華街裏煩雑型

繁華街裏夜型

裏通り場末型

裏通りおしゃれ型
表通りショーウィンドウ型

繁華街表昼型

写真－３ 高級ブティック型

写真－５ 繁華街裏煩雑型

写真－９ 飲み屋横丁型

写真－６ 繁華街昼表型

写真－８ 繁華街裏夜型

写真－１ 表通りショーウィンドウ型 写真－２ 表通り一般型

写真－４ 金融型

写真－７ 繁華街表夜型

写真－１２ 市場型

写真－１４ ホテル街型写真－１３ 裏通りおしゃれ型

写真－１０ 近隣商店街型 写真－１１ 裏通り場末型



く物寂しい街路イメージを呈していると推測できる．

しかしながら，このような場末的な街路空間のイメー

ジは，空間ボリュームが小さい街路とのマッチングが

良い．このことから，類型として出された街路パタン

の空間ボリュームと内部活動情報量の組み合わせは文

化的に安定的なパタンと不安定なパタンが存在し，こ

の文化的に安定的なパタンが繁華街街路の街路パタン

のプロトタイプとなっていると言えよう． 

まず，街路－６，８は空間ボリュームが大きく，他

と比較して内部活動情報が少ないため，心理的距離が

遠く，品格を感じる晴れやかな表空間となると考えら

れる．また，街路－１１，１４は空間ボリュームが小

さく，他に比べ内部活動情報が少ない街路パタンであ

る．これらはそれぞれ論理・直観記号が少ないことか

ら寂れたイメージを呈すると推測することができ，活

気の感じられない場末的な裏通りや繁華街の奥まった

場所に位置するホテル街の景観を呈すると考えられる．

このように，内部活動情報量だけでは，情報が少ない

街路が「高級・品格」と「寂しい」といった２通りの

イメージが考えられていたものが空間ボリュームを内

部活動情報と組み合わせることにより整理できた，と

考えられる． 

また，空間ボリュームが小さい街路－９，１２など

の街路は，内部活動情報のバリエーションがあり，そ

れぞれ横丁的，市場的などといった親近感のある私的

空間となるであろう． 

 

 

４．街路分類モデルの有用性 

今回提案した街路分類モデルにより，繁華街街路の

街路パタンを空間ボリュームと内部活動情報によって

体系的にクリアに整理することができた．このことか

ら，本モデルが，既存の研究では排除できなかった街

路構成要素の複雑性を排除し，体系的に整理できるモ

デルとなっていると言えよう． 

また，今回のモデルで分類指標とした空間ボリュー

ム・直観記号・論理記号がそれぞれ，人間の心理的距

離に影響を及ぼすことから，本モデルで分類された街

路パタンは人間がもつ品格の秩序感覚に基づいて分類

されたものとなっていると考えられる．このことから，

本モデルが，市民が感覚的に街路の性格によって分類

している，篠原４）の述べていた「街路の格」を論理的

かつ客観的に説明することが可能なモデルでると考え

られる． 

今回は日本の繁華街街路を対象としたが，海外の街

路にもある程度適用可能であると考えられる． 

 

 

５．まとめ 

 今回提案した街路分類モデルによって以下の３点が

明らかとなった． 

・ 空間ボリューム・内部活動情報量を分類軸とする

ことにより，街路構成要素の複雑性を排除し，体

系的に街路パタンを整理することができる． 

・ 空間ボリューム・内部活動情報量の組み合わせに

は文化的に安定したパタン（プロトタイプ）が存

在する． 

・ 空間ボリューム・内部活動情報量を分類軸とする

ことにより，市民の感覚による分類である「街路

の格」という概念を論理的かつ客観的に説明する

ことができる． 
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